
日本家政学会第23回総会

研　 究　発　表　要　旨

A. 食　物　学　10 月16日(土)第１会場　午前9:30～12:00
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糾果　 べ）針 就鉾 み ＼ぶ祐 晶押 胞り 犬 丸（ 勿～励 幻 にな・ 了 ヽ研 の長 い 押 に４リ

で同 臼 才軸 で^> - 様 でμ なn.     S-)官能 テスト 柝 紐 、4 ハ ■' It /・7.  序 ト　 ヤ パ 畔 くヽ
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